
 

 

 

１ はじめに 

  算数科の授業づくりでは、その授業で身に付けさせたい力を明確に捉えやすく、直接

指導と間接指導の内容や時間配分も比較的考えやすい。ただ、間接指導時に児童自身が

しっかりと考えるためには、課題解決に向けた算数的活動の充実を図ることが大切であ

る。そこで、児童の主体的な課題解決を一層促し、授業のねらいを達成するために、効

果的な教材・教具や学習形態を工夫した。 

 

２ 実践例 

（１）単元名 

第１学年 第２学年 
ひきざん（１） 1000までの数  

 

（２）単元目標（評価規準） 

第１学年 第２学年 
◎ ひき算が用いられる場合を知り、ひき

算の計算の仕方を考え、計算できる。 
 
○ 求残、求部分、求差をひき算の式に表

すよさを知り、進んで式に表してその差
を求めようとする。 (関心・意欲・態度) 

○ 減法の意味や計算の仕方を、具体物や
言葉、図などを用いて考える。 

       (数学的な考え方) 
○ 求残、求部分、求差の問題をひき算の

式に表して計算できる。     (技能） 
○ ひき算が用いられる場合や、ひき算の

記号や式の読み方、書き方、計算の仕方
を理解する。      (知識・理解） 

◎ 1000までの数の読み方、表し方を理解す
る。十や百を単位とする数の相対的な見方
に基づく加法や減法の計算ができる。 

 
○ １、10、100のまとまりに着目して、数の

大きさを考え、その大小の判断をしようと
する。       (関心・意欲・態度) 

○ 十進位取り記数法の仕組みに基づいて、
大小比較の仕方を考える。 

(数学的な考え方) 
○ １、10、100のまとまりに着目して、手際

よく数の大小比較ができる。   (技能) 
○ 1000までの数の表し方や仕組み、大小比

較の仕方を理解する。   (知識・理解) 

 

（３）単元の指導計画 

第１学年(全10時間) 第２学年(全12時間) 
時間 学習内容 時間 学習内容 
３ 
 
 

２ 
（本時その１） 

３ 
 

１ 
１ 

○ 求残、求部分の場面とひき算
の意味理解 

○ ひき算の式 
○ 計算カードによるひき算の練 

習 
○ 求差の場面とひき算の意味理

解 
○ ひき算の適用問題と作問 
○ 復習 

４ 

 
１ 
(本時) 
１ 
２ 
 

１ 
 

１ 
 

２ 

○ 100をこえる数の読み方、表し
方 

○ 十を単位とする数の相対的な
表し方 

○ 1000という数の意味 
○ 数直線、1000までの数の系列 
○ 数の大小比較 
○ 十を単位とする簡単なたし算

とひき算 
○ 百を単位とする簡単なたし算

とひき算 
○ 復習 

 
 

 

  

 実践事例（２） 

  第１・２学年 算数科 ～間接指導を充実させるための手立ての工夫～ 



（４）指導観 

本学級は、第１学年５名、第２学年３名の複式学級である。 

第１学年 第２学年 
 
○ 本学年の児童は男子３名、女子２名の計

５名である。どの児童も学習に意欲的に取
り組むが、読む能力や書く能力、作業にか
かる時間などで個人差が大きい。 

４月に実施した意識調査では、全員が 
「算数の学習が好き・楽しい」と答えてお
り、算数の学習に対する苦手意識はあまり
ない。しかし、これまでに学習した10まで
の数の合成・分解が十分に身に付いておら
ず、指を使う児童もいる。 
 

○ 本単元では、ひき算の意味を理解した上
で、適用できるようにすることをねらいと
している。児童はこれまでに「ふえたりへ
ったり」の学習を通して、数の増減につい
てある程度理解している。また、前単元に
おいて、たし算が用いられる場面を理解
し、計算の仕方を学んできた。 

ここでは、新たに、求算、求部分、求差
という三つの場面において式で表すこと
を知り、計算によって形式的に答えを求め
られる数処理のよさに気付かせる内容を
扱う。今後の計算の学習の基礎となる重要
な単元である。 

 
○ 指導に当たっては、どのような場面でひ

き算を用いるのかを、ブロック操作を通し
てしっかりと捉えさせ、ひき算の基礎を養
いたい。また、カード取りゲームなどのゲ
ーム的な活動を取り入れて、ひき算への興
味・関心を高めるとともに、後に学習する
繰り下がりのあるひき算の計算の仕方の
スムーズな理解を図るために、ひき算の暗
算の習熟を図りたい。 

本時は、ひき算を暗算で行う技能を高め
ていく第一段階である。これまでは、ひき
算が用いられる場面の理解に重点をおい
て指導してきており、数図ブロックの操作
によって計算することができるが、暗算に
ついては十分身に付いていない。計算カー
ドを使ったゲーム的な活動を取り入れ、ひ
かれる数とひく数、その差の関係に気付か
せることでひき算の習熟を図りたい。さら
に、ゲームで勝つために工夫したことや改
善したことを説明する活動を位置付け、ひ
き算の式の数とその差の関係に気付き、速
く確実に計算するための手掛かりをつか
むことができたかどうかを評価するよう
にしたい。 

 
○ 本学年の児童は、男子２名、女子１名

の計３名である。学習にまじめに取り組
み、算数の学力について個人差はあまり
見られない。また、４月に実施した意識
調査では、どの児童も算数の学習への関
心・意欲は高い。しかし、どの児童も十
分に理解できていないところがある。ま
た、自分の考えと友達の考えの違いに気
付き、考えを練り合う学習を苦手として
いる。 

 
○ 本単元では、1000までの数について理

解し、十や百を単位とする数の相対的な
見方を用いて加法・減法の計算ができる
ようにすることをねらいとしている。児
童は、前学年において120程度までの簡単
な３位数の学習をしている。本単元では、
さらに大きな数について考えたり、計算
したりする方法を学び、実際には捉えに
くい大きな数も処理できる算数的なよさ
に気付かせる内容を扱う。今後、具体か
ら抽象へ考えを進める入り口の学習とし
て重要な単元である。 

 
 
○ 指導に当たっては、これまでの数と計

算の学習の経験を生かしながら、具体物
の操作を通して数に対する感覚を磨き、
数の仕組みや大きさについての理解を深
めさせるとともに、頭で考えることがで
きるようにする。このことにより、一万
までの数や一億までの数について学習す
る際にも、同様の考え方をすればよいこ
とに気付かせたい。 
本時は十を単位とした数の構成と分解

という双方の見方ができるようにする。
そこで、十を単位とした数の構成に関す
る問題と分解に関する問題のそれぞれを
提示する。児童はこれまでに、１円玉の
操作を通して、数のよみ方や表し方、数
の仕組みについて学習してきているの
で、本時も具体的操作を通して数の相対
的な大きさが捉えられるようにする。そ
の際、10円玉・100円玉の模型、10円玉・
100円玉の絵カード、１円玉が入った袋
(10個入り・100個入り)、数え棒(10の束・
100の束)の中から自由に選んで課題解決
に取り組ませ、数の概念を確実なものに
したい。また、授業の終末には、個々の
解き方を統合的に見て抽象化し、いろい
ろな問題に対応できる応用力も育てた
い。 

 

  



（５）本時の指導 

第１学年 第２学年 

(１) ねらい 
  ○ ひき算の式の数と差の関係を見付

けることができる。 
    ○ 暗算でひき算をすることができる。 
(２) 準備物  

（教）掛図、掛図用ひき算カード、数カー
ド、ビンゴカード、掲示用たし算カー
ド 

        （児）ひき算カード、数カード、数図ブロ
ック 

(３) 展開 

(１) ねらい 
   ○ 十を単位にして、構成したり分解し

たりし、数の相対的な大きさを捉える
ことができる。 

(２) 準備物  
（教）お金の模型、数え棒、１円玉の束、 

ワークシート、ホワイトボード 
 （児）お金の模型、数え棒 
 
 
(３) 展開 

○主な指導 ◎評価 
学 習 活 動 

・児童の主な反応 わたり 
学 習 活 動 

・児童の主な反応 ○主な指導 ◎評価 
 
○ ひき算カードを

左上から順に唱え
させる。 

  活動が早く終わ
った児童のために
右下から唱える練
習を指示する。 

 
○ できる限り暗算

で計算することを
促す。暗算が困難
な児童には、ブロ
ックを操作して考
えさせる。  

 
 
 

 
１ ひき算カード

を使って練習す
る。 

  
 ・２～３人一組と

なり、教科書Ｐ
47のひき算カー
ドの式と答えを
唱える。 

 
           
 
 
 
 
 

    
補補補補
充充充充
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展展展展
    
    
    
    
        
        
    
        

    
課課課課
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把把把把
握握握握
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 
１ 学習の課題を

つかみ、解決の
見通しをもつ。 

 
  
 

 

  
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
○ １問ずつ問題を

読ませ、問題の意味
をつかませる。 

 
○ 問題を解決する

ために必要な具体
物等を選ばせ、それ
を操作させながら
考えさせる。 

 
  
 
 

 
○ たし算ビンゴで

は、２～10の数を
用いたことやひき
算カード練習を想
起させ、どのよう
な数字を入れると
よいかを考えなが
ら 書 き 入 れ さ せ
る。 

○ ビンゴの後、互
いのビンゴシート
を見比べ、○がた
くさん付いている
数字や○が付かず
に 残っている数
字を確認する。 

○ たし算ビンゴで
勝つために、同じ
答えのカードを分
けて整理したこと
を振り返らせ、ひ
き算のカードも同
様にすればよいこ
とに気付かせる。 

○ たし算カードを
整理したときの図
を示し、解決の見
通しをもたせる。 

 
２ ひき算ビンゴ

をし、学習課題を
つかむ。    
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決決決決
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

 
２ 自分の考えを

まとめる。 
         

 ・10円玉と100円玉
の模型を使って
説明しよう。 

  
・10円玉や100円玉

の図をかいて説
明しよう。 

  
・数え棒を使って

説明しよう。 
  

・図を使って説明
しよう。 

 
 ・１円玉の束を使っ

て 考 え よ う 。 
 
 

 
○ 図や数等を使っ

て、操作した手順を
分かりやすくワー
クシートにまとめ
させた後、ホワイト
ボードに書かせる。 

 
○ 問題ごとに、ホワ

イトボード１枚を
使って説明を書か
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1 0 の ま と ま
り を つ か っ て 、
数 の 大 き さ を あ
ら わ そ う 。  

問 ２  240 は 10

を 何 こ あ つ め た

数 で し ょ う 。  

問１ 10 を 36 こ

あ つ め た 数 は い

く つ で し ょ う 。  

〈 ひ き 算 ビ ン ゴ の

ル ー ル 〉  
・ ９ つ の ま す に 数

を 書 き 入 れ る 。  
・ 同 じ 数 を 何 回 書

い て も よ い 。  
・ 唱 え ら れ た 式 の

答 え と な る 数 に

○ を 付 け る 。  
・ 書 き 入 れ た 全 て

数 に ○ が 付 い た

ら ビ ン ゴ（ 勝 ち ）

と す る 。  

ひ き ざ ん の ひ み

つをみつけて、はや

くただしくけいさ

んできるようにし

よう。  



 
○ 掛図用ひき算カ

ードを児童に９枚
ずつ配布し、黒板
に掛図を貼る。 

 
○ たし算カードの

図のように、順序
よく並べることを
意識させる。 

 
○ 全てのカードを

並べ終わったら、
プリントの図と見
比べさせ、間違い
があれば修正させ
るようにする。 

 
 

 
３ 同じ答えにな

るカードを集め
て整理する。 

 
・たし算のビンゴの時
は、答えが10になる
カードが一番多かっ
た。 

・たし算では、答えが
１になるカードはな
かった。 

・たし算では、答えが
２になる式が一つし
かなかった。 

・ひき算では、答えが
１になる式がある。

・たし算の学習のとき
のように式の数を順
序よく並べるとどう
なるだろう。   
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３ 考えたことを

発表し合う。 
            
〈問１について〉 
・360は100円が３個と
10円が６個。100円
を 10円に換えると
30個になるので 10
円は全部で 36個に
なる。   

・360は100の束が３個
と10の束が６個だ。
100の束には10の束
が10個あるから、全
部で36個になる。 

〈問２について〉 
・10が10個で100、そ
れが二つできるか
ら200になる。残り
は10が４個で40。 
200と 40で 240に な
る。 

・10が20個で200。あ
と10が４個で40。合
わせて240になる。 

 
○ 発表の際には、お

金の模型を操作し
たり図を使ったり
しながら分かりや
すく説明させる。 

○ それぞれの考え
方の共通点を取り
上げることで、10
ずつまとめること
のよさに気付かせ
る。 

○ お金の模型を使
って考えた児童に
は、10円玉１個が10
のまとまりである
ことを理解させ数
としてまとめさせ
る。 

◎ 十を単位にした
数の構成の仕方が
分かったか。 

 【ワークシート・発表】 

◎ 十を単位とした
数の分解の仕方が
分かったか。 
【ワークシート・発表】 

 
○ 減数の違いによ

るカードの枚数の
変化や減数と被減
数の関係性などを
捉えられるよう並
べられたカードの
順序を確認する。 

 
○ どのような数を

使うとビンゴゲー
ムで勝てそうかを
捉えさせた上で、
再びビンゴゲーム
に取り組ませる。 

 
◎ ひき算の式のそ

れぞれの数と差の
関係を見付けるこ
とができたか。 

 
◎ ひき算を暗算で

できたか。 
【発表・観察】 

 
４ 整理して並べ

たひき算カード
を見て気付いた
ことを話し合い、
ひき算ビンゴに
再度挑戦する。 

 
・たし算のときとは階

段が反対向きになっ
た。 

・答えが１になるカー
ドが９枚で、一番多
かった。 

・答えが９になるカー
ドは１枚しかなかっ
た。 

・小さい数を使った方
が勝てそうだ。 

    
相相相相
互互互互
検検検検
証証証証
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４ 練習問題を解

く。 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 念頭操作で間違

える場合には、必要
に応じて具体的操
作による確かめを
させる。 

 
◎ 十を単位とした

数の相対的な見方
ができたか。 

【ノート・観察】 

 
○ 感想を発表し、

学習を振り返らせ
るとともに、次時
はひき算の様々な
カードゲームを行
うことを知らせ、
意欲を高める。 

 
５ 学習のまとめ

をし、次時の課題
について知る。 

 

    
    
    

    
    
    

 
５ 学習のまとめ

をする。 
 
 

 
○ 分かったことや

学習の感想を算数
日記に書かせ、本時
の学習を振り返ら
せる。 

 

 
 
 
 
 
 
 



３ 考察 

（１）少人数のよさを生かし、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る指導の工夫 

  ① 算数的活動の充実 

      主体的な課題解決を促すために、ゲーム的な活動を取り入れて課題意識を高める

とともに、具体物の操作や考えを図、式、言葉で表現する算数的活動を充実し、数

学的な考え方の育成、計算技能の習熟を図った。 

第１学年では、ひき算の計算の習熟だけでなく、意味理解の深化を図るために少

人数でも楽しめるビンゴゲームを行った。たし算の学習で同様のゲームを行った経

験から、ひき算カードも同じ答えになるもの同士で集めるとよいことなど、ビンゴ

ゲームで勝つための見通しを立てることができた(写真１)。また、たし算とひき算

のカードをそれぞれ整理したものを見比べて気付いたことを話し合うことで、ひき

算への理解が深まり、その後のビンゴゲームも有意義なものとなった(資料１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学年では、十のまとまりを使って数の構成を説明する活動を位置付け、自力解

決を促すために具体物を数種類用意した。その中から各自が具体物を選択し、操作し

ながらワークシートに考えを書いていった。自分の考えを発表する際は、ホワイトボ

ードに図や数をまとめるだけでなく、具体物等を操作しながら説明することとした(写

真２、３)。児童が使用した具体物はそれぞれ異なっていたが、最終的にそれぞれの考

え方は同じであることに気付き、考えを統合することができた。しかし、間接指導と

なる課題解決では活動の指示が的確でなかったことから、指導のねらいからずれた考

え方に導いてしまった。間接指導において、より効果的な算数的活動につなげる発問

や指示を明確にし、児童が課題解決に向けて見通しをもつことができているかどうか

を見取ることが課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ ひき算ビンゴのシート 

  (左：話合い前、右：話合い後) 

写真１ ひき算カードを整理する活動 

写真３ 考えを発表し合う場 写真２ ホワイトボートにまとめる活動 





 

４ おわりに 

複式授業では、教師の直接的な指導なしで自力解決しなければならない場面が必ずあ

る。その場面で、自分に合った解決方法を選択できたり、ペアやグループで相談しなが

ら進めることができたりすることは、児童が安心感をもって課題解決に臨む手助けとな

る。もちろん、ねらいを達成するための手段の一つであるため、児童の実態も踏まえな

がらどのような方法が効果的であるか、様々な単元や学習内容において、今後も検証が

必要である。 


